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資料２ 







金融機関窓口での「ねんきんネット」の記録交付および年金通帳への記帳に

関する銀行界の考え方 

 

１．インターネットを使えない方に対し、金融機関窓口で「ねんきんネット」の記録を交付する

ことについての銀行界の考え方 

【基本的考え方】 

・インターネットを使えない方に対し、広く窓口で「ねんきんネット」の記録を交付する体制を

整備する必要性については理解する。 

・ただし、本サービスは基礎年金番号という特に慎重な取扱いが求められる情報を用いるもので

あり、利用者の立場に立った場合、そうした情報は公的機関において取り扱うことが、親和性

が高く違和感がないと想定されることから、まずは本サービスを取り扱う市町村や郵便局の窓

口を更に広げる取組みを進めることが望ましいと考えられる。 

・一方、本件について複数行にヒアリングしたところ、銀行界として本サービスを取り扱うこと

には、以下のとおり課題が多く、（法令上取扱い可能と整理された場合においても）慎重にな

らざるを得ないとの意見が多く寄せられた。 

 

【法令上の課題】 

・銀行業は免許業種であり、銀行が行うことのできる業務は銀行法上で定められている（銀行法

第10条～第12条）。 

・「ねんきんネット」の記録交付業務が、銀行法上取り扱うことのできる業務かどうかについて、

法令上の整理が必要。 

 

【情報の管理態勢整備に関する課題】 

・本サービスで用いられる基礎年金番号は、利用者の立場に立った場合、公的機関において取り

扱うことが、親和性が高く違和感がないと想定されることから、銀行で取り扱うこととした場

合には、特に慎重な取扱いが求められるものと考えられる。 

・また、基礎年金番号の取扱いに加え、本サービスを通じて年金情報等の個人情報にアクセス可

能となることからも、情報の漏えいや権限の悪用等は決してあってはならず、相当程度の情報

管理態勢を構築する必要があるものと考えられる。 

・銀行は、従来から厳格な情報管理態勢を構築しているが、本サービスの取扱いにおいて、更に

重い管理負担（システム投資等も含む）が生じることも想定され、その場合、本サービスの取

扱いに向けてのハードルは高くなるものと考えられる。 

 

【実務への支障に関する課題】 

・銀行はサービス向上のため、お客さまの「待ち時間短縮」に取り組んでいる。 

・しかし、銀行では、情報管理の徹底を図るためインターネットにアクセス可能な者が一部に限

定されている場合があること等から、本サービスを受け付けた時に、一定の時間を要すること

も想定される。 

そのため、銀行の本来業務である金融サービスの提供に当たり、お客さまの待ち時間が従来以



上に長くなり、お客さまへのサービス低下や苦情発生に繋がる懸念がある。 

・また、本サービスに関する新たな事務や、お客さまから求められるレベルの公的年金に関する

知識を窓口の職員が習得する必要があり、その教育等に要する負担も発生する（お客さまから

専門知識を要する質問が来ることも想定され、その場合、年金事務所等の担当者に直接確認を

依頼するよう誘導せざるを得ず、不満や苦情に繋がる懸念がある）。 

 

【ビジネス上の課題】 

・民間企業である銀行が本サービスを取り扱うに当たっては、管理負担等に見合うだけの業務委

託手数料を収受できる仕組み等の構築や、本サービスで得られた情報を金融商品のセールスに

活用できる等の措置についても、併せて検討が必要と考えられる。 

・仮に厳格なファイアウオールを設けることを求められた場合、年金記録を手交した行員が、後

日、当該依頼人から資産運用等の相談を受けた場合に対応できなくなるといった問題があり、

営業活動が萎縮する懸念がある。また、どの行員が当該依頼人に年金記録を交付したかという

情報を管理する枠組みを新たに構築する必要がある。 

・お客さまから全取引先の年金記録情報について調べたうえでセールスしているのではないかと

いう疑念を持たれる懸念があり、他の業務にも支障が生じる懸念がある。 

 

２．年金通帳への記帳について 

【基本的考え方】 

・キャッシュカードと異なり、各銀行で通帳の仕様は異なっており、他行ＡＴＭでは通帳の記帳

はできない。 

・年金通帳の記帳を銀行ＡＴＭで行うためには、まず銀行界で通帳の仕様の統一を図る必要があ

るが、それにはＡＴＭのハード部分を含め銀行毎・ＡＴＭ毎に大規模なシステム開発が必要と

なり、莫大な費用がかかる。 

・ついては、年金通帳への記帳に銀行のＡＴＭを使うことは現実的ではない。 

 

以 上 
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